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都立中適性検査入試で最も差がつく適性検査Ⅰの読解と適性検査Ⅱの
算数分野を中心に指導。 適性検査Ⅲは理系分野を総合的に学習します。 

★往復のバス内、合宿場は衛生管理を万全に行っております。

小６都立中合判

9/ 9/19（土） （火）～ 22

3泊4日合計30時間超の勉強時間を確保しています。

※志望校の適性検査タイプにあわせて、どちらかを選択してご参加ください。

適性Ⅰ・Ⅱ型
適性Ⅰ～Ⅲ型

適性検査Ⅰ～適性検査Ⅲ型

桜修館中・三鷹中・立川国際中・南多摩中

小石川中・武蔵高附属中・大泉高附属中・
両国高附属中・富士高附属中・白鷗高附属中・九段中等
適性Ⅰ～Ⅲ型の適性検査実施校を対象とし、適性検査Ⅰ（作文・読解）・適性検査Ⅱ（資料読み取り総合問題・算数分野の問題）を中心に
演習・解説を行います。さらに適性検査Ⅲの内容も増補し、難度の高い理系総合問題にも挑戦します。

適性Ⅰ・Ⅱ型の適性検査実施校を対象とし、適性検査Ⅰ（作文・読解）、適性検査Ⅱ（資料読み
取り総合問題・算数分野の問題）の演習・解説を行います。

9/12 10/24

都立中合格を目指す小6生のための合格判定テスト

第4回

第4回 第5回

第5回

実施時間 ※校舎により開始時間を調整する場合があります。

・適性検査Ⅰ 13:00～13:45　
14:00～14:45
15:00～15:45

・適性検査Ⅱ 
・適性検査Ⅲ 

受検料：各回5,500円（税込）
enaグループ本科生は各回4,950円（税込）となります。

適性検査Ⅲまで実施する学校の合格判定を
希望する場合は、Ⅲまで受検してください。

ena 各校舎にて実施します。

要予約 要予約

土 土

小６
都立中 志望校別合宿

enaではそれぞれの都立中ごとに実績対策責任者がいます。その実績対策責任者が中心となり、
それぞれの出題傾向に合わせた学校別の対策を行うのが、志望校別対策合宿です。2020年度後
期は２回実施し、日曜特訓と合わせ各都立中合格への道筋をしっかりと歩ませていきます。

九段中等

コロナウィルス感染予防のための
安全対策を万全に行います。

【引率中・現地での対応】
バス移動中・合宿場内は生徒・教師
ともに原則マスクを着用。
朝晩生徒の検温を行い、健康状態を
確認。
バス、教室の座席を間隔を空け配置。
教室の換気は、各授業の休憩時に
毎回実施。
石鹸での手洗い、消毒を励行・徹底。
ボトルウォーターを１日２本程度支給。

●

●

●

●

●

●

※登録状況や今後の情勢により、上記とは対応が
　異なる場合があります。

適性検査Ⅰ・適性検査Ⅱ型
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特別
対談

森下 竜一
大阪大学大学院医学系研究科
臨床遺伝子治療学寄附講座教授

夏期合宿・サマーキャンプ

新型コロナウイルスに関する
の取り組み

教えて！学院長
教育相談

京都市生まれ。慶應義塾大学経済学
部卒業、一橋大学大学院博士課程
修了。元一橋大学客員教授。大学入
学と同時に学習塾を生徒5人で開
き、大学卒業時には生徒1500人を
擁する大手塾に成長させる。1976
年株式会社学究社を設立、85年株
式上場。2015年東証一部指定。東
京都最大塾に成長し、自らの授業は
「２か月で偏差値が20上がる」と謳
われる。

河端 真一
ena学院長／法学博士



7/22～26、清里合宿場にて小4・小5を対
象としてサマーキャンプ（4泊5日）を行い
ました。

大阪大学大学院教授の森下竜一先生
監修のもと、夏期合宿・サマーキャン
プ参加教師全員に対して参加前後に
抗体検査を実施しました。
（結果はすべて陰性でした（8/18現在））

8/1～６、8/7～12、8/13～18、8/18～23の4期で、小5・小6・中3を
対象として富士山・清里にて夏期合宿（5泊6日）を行いました。 夏

期
合
宿
・サ
マ
ー
キ
ャン
プ

e
n
a
で
は
、合
宿
場
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、

今
年
の
夏
も
夏
期
合
宿
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

●夏期合宿・サマーキャンプ参加教師全員に
合宿参加前後の抗体検査の実施。

●校舎と同様に換気や消毒を徹底。
●合宿場内での生徒・教師共にマスク着用を
徹底。

●合宿場定員の減少。

●バスの座席の調整や移動の際の換気の徹底。
●合宿参加生徒へのマウスシールドの配布。
●館内は原則私語厳禁、食事中の私語も厳禁。
●毎日体温測定をし、健康管理シートにて生徒の
体調管理を実施。

合宿場での取り組み

集中して
勉強するぞ！

分かりましたか？

しっかり復習して
身につけましょう

体調管理万全に責任を持って生徒様をお預かりします。
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Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
７
月
号
に
て
河
端
学
院
長
が

小
池
百
合
子
都
知
事
、
浜
松
医
科
大
学
教

授
瀬
藤
光
利
氏
、
国
際
政
治
学
者
三
浦
瑠

麗
氏
と
、
ま
た
本
号
に
て
大
阪
大
学
大
学

院
教
授
の
森
下
竜
一
氏
と
対
談
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
対
応
に
関
す
る
お
互
い
の
知
見
・

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
夏
季
期
間
中
は
、
例
年
よ
り
短
い
夏
休

み
に
対
応
し
た
日
程
に
て
例
年
と
同
量
の

学
習
量
を
確
保
す
る
夏
期
講
習
会
を
実

施
。
ま
た
、
今
年
度
も
、
小
５
・
小
６
・

中
３
を
対
象
と
し
た
夏
期
合
宿
（
５
泊
６

日
）
お
よ
び
小
４
・
小
５
を
対
象
に
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
伴
い
、

２
月
27
日
に
安
倍
首
相
よ
り
全
国
す
べ
て

の
小
中
学
校
に
休
校
要
請
が
発
出
さ
れ
て

以
降
、
ｅ
ｎ
ａ
で
は
、
３
月
４
日
よ
り
す

べ
て
の
校
舎
を
対
象
に
対
面
授
業
を
中
止

し
、
映
像
の
み
の
授
業
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
春
期
講
習
会
で
は
対
面
授

業
と
映
像
授
業
に
切
り
替
え
た
も
の
の
、

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
、
４
月
７
日

よ
り
、
再
び
対
面
授
業
を
停
止
し
、
配
信

映
像
の
み
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
４
月

15
日
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
双
方
向
ラ

イ
ブ
映
像
授
業
を
稼
働
し
、
配
信
映
像
と

の
ダ
ブ
ル
映
像
授
業
と
し
て
運
用
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
講
演
会
や
入
試
報
告
会

に
つ
い
て
も
自
宅
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
ま

し
た
。

　
学
校
の
休
校
要

請
に
始
ま
っ
た
一

連
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
に
関
し

て
、
多
く
の
塾
で

は
対
応
が
遅
れ
る

「
い
つ
も
の
先
生
の
双
方
向
授
業
と
、
普

段
と
違
う
先
生
の
配
信
授
業
の
両
方
を
受

け
ら
れ
て
よ
い
機
会
に
な
っ
た
」
等
、
映

像
授
業
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
ご
意
見

を
多
く
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
以
降
、

６
月
１
日
よ
り
対
面
授
業
を
再
開
（
映
像

授
業
の
配
信
は
引
き
続
き
実
施
）、
徹
底

し
た
感
染
予
防
対
策
に
努
め
ま
し
た
。
校

舎
内
は
こ
ま
め
な
換
気
を
行
い
、
校
舎
職

員
は
常
時
マ
ス
ク
を

着
用
。さ
ら
に
授
業
・
面

談
時
に
は
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
着
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
職

員
に
対
し
て
７
月
３
日
に
は
河
端
学
院
長

よ
り
改
め
て
夜
の
街
へ
の
外
出
禁
止
に
つ

い
て
の
指
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
半
ば
よ
り
、
教
師
が
着
用
す
る

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
口
部
分
の
み
を
覆

う
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
に
変
更
し
、
通
塾
さ

れ
る
生
徒
全
員
に
も
順

次
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を

配
布
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルスに関する

　　　の取り組み
enaではこれまで新型コロナウイルスの感染予防のため、

さまざまな取り組みをおこなってきました。これまでの取り組みを振り返ります。

映
像
授
業
に

関
す
る
取
り
組
み

中
、
ｅ
ｎ
ａ
で
は
対
面
授
業
を
映
像
授
業

に
い
ち
早
く
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
一
昨
年
映
像
事
業
推
進

の
た
め
に
着
任
し
た
元
ソ
ニ
ー（
株
）ビ
デ
オ

機
器
の
事
業
責
任
者
・
中
村
専
務
執
行
役

に
よ
る
映
像
授
業
の
下
準
備
に
基
づ
き
、

撮
影
機
材
を
突
貫
で
取
り
そ
ろ
え
、
教
師

た
ち
が
映
像
授
業
の
撮
影
等
に
迅
速
に
対

応
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
４
月
以
降

は
、
映
像
授
業
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
双
方

向
ラ
イ
ブ
映
像
授
業
と
い
う
新
し
い
授
業
形

態
を
生
み
出
し
授
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
保
護

者
様
か
ら
も
「
小
学
校
も
休
校
に
な
り
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の

映
像
対
応
。
あ
り
が
た
い
と
思
う
」
「
子

ど
も
た
ち
の
学
習
の
機
会
を
確
保
し
て
も

ら
い
、
安
心
し
た
」
等
の
安
堵
の
声
、
ま

た
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や
り
取
り
が
で
き

る
の
で
通
塾
時
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
４
泊
５
日
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
細
心

の
注
意
を
払
い
、
感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
す
る
た
め
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
宿
出
発

前
・
合
宿
最

終
日
に
大
阪

大
学
大
学
院

森
下
教
授
の

監
修
の
も
と

担
当
教
師
全

員
１
４
７
名

に
対
し
て
抗

体
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
宿
場
に
お
い
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
徹
底
し
、
合
宿
場
の
消
毒
・

換
気
の
徹
底
か
ら
食
事
や
引
率
バ
ス
で
の

座
席
配
置
や
乗
車
人
員
を
減
ら
す
な
ど
、

感
染
予
防
の
取
り
組
み
に
努
め
ま
し
た
。

　
８
月
18
日
現
在
、
約
２
万
人
の
ｅ
ｎ
ａ

関
係
者
に
感
染
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
可
能
な
限
り
の
感
染
予
防
に
努
め

る
と
と
も
に
、
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た

際
に
も
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
を
と
る
べ

く
、
有
事
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

校
舎
で
の
取
り
組
み

双方向ライブ映像授業

小池百合子都知事

瀬藤光利氏

三浦瑠麗氏

森下竜一氏

社
外
有
識
者
と
の

意
見
交
換

夏
期
講
習
会
・

合
宿
で
の
取
り
組
み

今
後
に
向
け
て
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で
の
対
応
に
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す
る
お
互
い
の
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・

意
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し
ま
し
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。

　
夏
季
期
間
中
は
、
例
年
よ
り
短
い
夏
休

み
に
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応
し
た
日
程
に
て
例
年
と
同
量
の

学
習
量
を
確
保
す
る
夏
期
講
習
会
を
実

施
。
ま
た
、
今
年
度
も
、
小
５
・
小
６
・

中
３
を
対
象
と
し
た
夏
期
合
宿
（
５
泊
６

日
）
お
よ
び
小
４
・
小
５
を
対
象
に
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
伴
い
、

２
月
27
日
に
安
倍
首
相
よ
り
全
国
す
べ
て

の
小
中
学
校
に
休
校
要
請
が
発
出
さ
れ
て

以
降
、
ｅ
ｎ
ａ
で
は
、
３
月
４
日
よ
り
す

べ
て
の
校
舎
を
対
象
に
対
面
授
業
を
中
止

し
、
映
像
の
み
の
授
業
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
春
期
講
習
会
で
は
対
面
授

業
と
映
像
授
業
に
切
り
替
え
た
も
の
の
、

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
、
４
月
７
日

よ
り
、
再
び
対
面
授
業
を
停
止
し
、
配
信

映
像
の
み
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
４
月

15
日
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
双
方
向
ラ

イ
ブ
映
像
授
業
を
稼
働
し
、
配
信
映
像
と

の
ダ
ブ
ル
映
像
授
業
と
し
て
運
用
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
講
演
会
や
入
試
報
告
会

に
つ
い
て
も
自
宅
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
ま

し
た
。

　
学
校
の
休
校
要

請
に
始
ま
っ
た
一

連
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
に
関
し

て
、
多
く
の
塾
で

は
対
応
が
遅
れ
る

「
い
つ
も
の
先
生
の
双
方
向
授
業
と
、
普

段
と
違
う
先
生
の
配
信
授
業
の
両
方
を
受

け
ら
れ
て
よ
い
機
会
に
な
っ
た
」
等
、
映

像
授
業
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
ご
意
見

を
多
く
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
以
降
、

６
月
１
日
よ
り
対
面
授
業
を
再
開
（
映
像

授
業
の
配
信
は
引
き
続
き
実
施
）、
徹
底

し
た
感
染
予
防
対
策
に
努
め
ま
し
た
。
校

舎
内
は
こ
ま
め
な
換
気
を
行
い
、
校
舎
職

員
は
常
時
マ
ス
ク
を

着
用
。さ
ら
に
授
業
・
面

談
時
に
は
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
着
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
職

員
に
対
し
て
７
月
３
日
に
は
河
端
学
院
長

よ
り
改
め
て
夜
の
街
へ
の
外
出
禁
止
に
つ

い
て
の
指
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
半
ば
よ
り
、
教
師
が
着
用
す
る

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
口
部
分
の
み
を
覆

う
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
に
変
更
し
、
通
塾
さ

れ
る
生
徒
全
員
に
も
順

次
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を

配
布
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルスに関する

　　　の取り組み
enaではこれまで新型コロナウイルスの感染予防のため、

さまざまな取り組みをおこなってきました。これまでの取り組みを振り返ります。

映
像
授
業
に

関
す
る
取
り
組
み

中
、
ｅ
ｎ
ａ
で
は
対
面
授
業
を
映
像
授
業

に
い
ち
早
く
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
一
昨
年
映
像
事
業
推
進

の
た
め
に
着
任
し
た
元
ソ
ニ
ー（
株
）ビ
デ
オ

機
器
の
事
業
責
任
者
・
中
村
専
務
執
行
役

に
よ
る
映
像
授
業
の
下
準
備
に
基
づ
き
、

撮
影
機
材
を
突
貫
で
取
り
そ
ろ
え
、
教
師

た
ち
が
映
像
授
業
の
撮
影
等
に
迅
速
に
対

応
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
４
月
以
降

は
、
映
像
授
業
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
双
方

向
ラ
イ
ブ
映
像
授
業
と
い
う
新
し
い
授
業
形

態
を
生
み
出
し
授
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
保
護

者
様
か
ら
も
「
小
学
校
も
休
校
に
な
り
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の

映
像
対
応
。
あ
り
が
た
い
と
思
う
」
「
子

ど
も
た
ち
の
学
習
の
機
会
を
確
保
し
て
も

ら
い
、
安
心
し
た
」
等
の
安
堵
の
声
、
ま

た
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や
り
取
り
が
で
き

る
の
で
通
塾
時
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
４
泊
５
日
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
細
心

の
注
意
を
払
い
、
感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
す
る
た
め
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
宿
出
発

前
・
合
宿
最

終
日
に
大
阪

大
学
大
学
院

森
下
教
授
の

監
修
の
も
と

担
当
教
師
全

員
１
４
７
名

に
対
し
て
抗

体
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
宿
場
に
お
い
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
徹
底
し
、
合
宿
場
の
消
毒
・

換
気
の
徹
底
か
ら
食
事
や
引
率
バ
ス
で
の

座
席
配
置
や
乗
車
人
員
を
減
ら
す
な
ど
、

感
染
予
防
の
取
り
組
み
に
努
め
ま
し
た
。

　
８
月
18
日
現
在
、
約
２
万
人
の
ｅ
ｎ
ａ

関
係
者
に
感
染
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
可
能
な
限
り
の
感
染
予
防
に
努
め

る
と
と
も
に
、
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た

際
に
も
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
を
と
る
べ

く
、
有
事
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

校
舎
で
の
取
り
組
み

双方向ライブ映像授業

小池百合子都知事

瀬藤光利氏

三浦瑠麗氏

森下竜一氏

社
外
有
識
者
と
の

意
見
交
換

夏
期
講
習
会
・

合
宿
で
の
取
り
組
み

今
後
に
向
け
て

新型コロナウイルスに関する一連の対応（2020年8月18日現在）
ena・本部での取り組み 日本国内の動き

2月26日 安倍首相 イベント開催に関する自粛要請
2月27日 安倍首相 全国すべての小中高校に臨時休校要請の

考え公表
3月2日 東京都 小中高校などで臨時休校の開始

3月4日 校舎での対面授業を停止し、映像授業のみに切り替え（～3月24日）
3月9日 専門家会議「３つの条件の重なりを避けて」と見解
3月24日 東京五輪・パラリンピック 延期 発表

3月26日 春期講習会にて「対面授業」＋「映像授業」を実施（～4月5日）
3月31日 社内職員へのメール・筆談での業務指示
4月7日 校舎での対面授業を停止し、映像授業のみに切り替え（～4月14日） 4月7日 ７都府県に緊急事態宣言 
4月15日 ダブル映像授業（映像授業＋Zoomによる双方向ライブ映像授業）

を実施
※対面授業停止（～5月31日）

4月16日 「緊急事態宣言」全国に拡大 
5月4日 政府「緊急事態宣言」５月31日まで延長
5月14日 政府 緊急事態宣言 39県で解除 ８都道府県は継続
5月21日 緊急事態宣言 関西は解除 首都圏と北海道は継続

5月25日～ 校舎職員へフェイスシールド配布 5月25日 緊急事態宣言 全国で解除
6月1日 「対面授業」＋「映像授業」の実施　

※校舎では徹底した感染症対策を実施
6月1日 多くの公立学校で短縮授業などで授業再開

6月2日 感染者数増加傾向、初の「東京アラート」 発令
6月19日 都道府県またぐ移動の自粛要請 全国で緩和
6月29日 都立学校などで通常授業再開

7月3日 社内職員への夜の街への立ち入り禁止指示
7月6日～ 校舎職員へのマウスシールド配布
7月22日～ 生徒全員へのマウスシールドの配布 7月22日 Go To トラベルキャンペーン開始（東京都除外）

サマーキャンプ（～7月26日）※参加教師に抗体検査実施
夏期講習会開始（短縮した夏休みに対応した日程）

8月 夏期合宿開始　※参加教師に抗体検査実施
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重
症
例
が
少
な
く
て
も

子
ど
も
た
ち
も
油
断
禁
物

河
端　

本
日
は
森
下
先
生
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、

読
者
に
代
わ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

森
下　
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

河
端　

最
初
に
お
聞
き
し
た
い
の
は
、

10
代
の
子
ど
も
た
ち
の
感
染
に
関
し
て
で

す
。
我
々
は
学
習
塾
を
経
営
し
て
お
り
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
お
預
か
り
し
て
い

る
の
で
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
10
代
の
年
齢
層
か

ら
は
感
染
者
こ
そ
出
て
い
ま
す
が
、
重

症
化
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
確

か
死
亡
者
も
0
人
で
す
。
こ
う
し
た
傾

向
を
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

森
下　
確
か
に
10
代
に
限
ら
ず
30
代
以

下
は
重
症
化
す
る
方
も
亡
く
な
っ
た
方

も
少
な
く
、
重
症
化
す
る
方
の
ほ
と
ん

ど
が
50
代
以
上
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
要

因
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
研
究
段
階
で
あ

り
、
確
か
な
こ
と
は
現
状
わ
か
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

河
端　

免
疫
力
が
関
係
し
て
い
た
り
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下　
人
の
免
疫
力
の
ピ
ー
ク
は
大
体

18
歳
か
ら
20
歳
で
す
か
ら
、
免
疫
力
の

高
い
時
期
と
重
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
低
年
齢
層
で
も
重
症
化
し
て
い
な

い
の
で
、
ど
う
も
免
疫
力
が
要
因
で
は

な
い
よ
う
で
す
ね
。

河
端　
と
は
い
え
、
重
症
化
し
な
い
か
ら

と
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

森
下　
も
ち
ろ
ん
で
す
。
た
と
え
重
症
化

し
な
く
て
も
感
染
し
た
場
合
は
後
遺
症

が
残
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
肺
の
機

能
が
落
ち
た
り
、
血
管
系
の
炎
症
に
よ
っ

て
し
も
や
け
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
り

な
ど
、
後
遺
症
も
様
々
。
中
に
は
完
治

し
た
か
ら
と
ス
ポ
ー
ツ
を
再
開
し
て
み
る

と
明
ら
か
に
体
力
が
落
ち
て
い
た
と
い
う

症
例
も
聞
い
て
い
ま
す
。
重
症
化
し
な
い

の
な
ら
感
染
し
て
も
大
丈
夫
と
は
決
し

て
思
わ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

河
端　

そ
の
一
方
で
重
症
化
さ
れ
た
方

は
、
I
C
U（
集
中
治
療
室
）
に
入
っ
て

1
ヶ
月
以
上
も
治
療
が
続
く
ケ
ー
ス
が

国際競争を勝ち抜くためにも
日本発のワクチン開発が必要です。

大阪大学大学院医学系研究科
臨床遺伝子治療学寄附講座教授

森下 竜一

ena学院長

河端 真一

日本国内初の新型コロナウイルス感染予防ワクチンの実用化を目指し、大阪大学とバイオ製薬企業アンジェスとの共同
開発が進められています。今回の対談は、同大大学院寄附講座教授であり、アンジェスの創業者でもある森下竜一氏に
お越しいただき、新型コロナウイルスに関する素朴な疑問から、ワクチン開発の最新情報まで、河端学院長が詳しくお聞
きしました。なお、森下氏にはenaの夏期合宿での抗体検査もご監修いただきました。
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あ
り
ま
す
。
他
の
病
気
で
は
I
C
U
に

そ
ん
な
に
長
く
入
る
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
。

森
下　
そ
こ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異

な
る
部
分
で
す
ね
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

2
、
3
日
が
ピ
ー
ク
で
す
か
ら
、
重
症

化
し
て
も
I
C
U
で
の
治
療
は
2
、
3

日
で
終
わ
り
ま
す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
最
低
で
も
2
週
間
、
場

合
に
よ
っ
て
は
1
ヶ
月
の
治
療
が
必
要
で

す
。
実
は
こ
の
こ
と
が
医
療
現
場
の
逼

迫
す
る
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
I
C
U
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
治

療
期
間
が
長
引
く
た
め
患
者
さ
ん
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
仮
に

2
0
0
0
床
の
ベ
ッ
ド
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
毎
日
2
0
0
名
の
患
者
さ
ん
が
増

え
続
け
れ
ば
10
日
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
机
上
の
計
算
で
は
入
れ
替
わ
り
が

2
週
間
な
く
増
え
続
け
る
わ
け
で
す
か

ら
、
医
療
施
設
は
常
に
油
断
で
き
な
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

河
端　
と
こ
ろ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
原
因
と
言
い
ま
す
か
、
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
は
、
も
う
明
確
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

森
下　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の

細
胞
の
表
面
に
あ
る
A
C
E
2
（
エ
ー

ス
ツ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
酵
素
と
結
合
す

る
こ
と
で
細
胞
内
に
侵
入
し
て
感
染
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
A
C
E
2

は
受
容
体
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
全
身

の
組
織
で
発
現
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
肺

に
感
染
し
た
場
合
に
肺
炎
を
、
腸
管
の

場
合
は
下
痢
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に

血
管
内
の
細
胞
に
感
染
し
た
場
合
は
血

管
内
に
炎
症
を
起
こ
し
て
血
栓
を
つ
く

る
な
ど
、
感
染
し
た
場
所
に
よ
っ
て
症

状
も
様
々
で
す
。
ま
た
A
C
E
2
は
舌

の
表
面
に
も
多
く
発
現
す
る
た
め
、最
近

「
飛
沫
」
で
感
染

が
広
が
っ
て
い
る
要

因
は
こ
こ
に
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

河
端　

ウ
イ
ル
ス

は
最
初
が
武
漢
型
、

そ
の
後
に
欧
州
型

と
言
わ
れ
、
最
近

は
東
京
型
や
埼
玉

型
と
も
呼
ば
れ
る
な

ど
、
変
異
を
繰
り

返
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
と
同
時

に
弱
毒
化
し
て
い
る

と
の
話
も
聞
き
ま
す
。

森
下　
そ
れ
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
弱
毒
化
と
言
わ
れ
て
い
る
根
拠
は
、

感
染
者
が
7
月
以
降
大
き
く
増
加
し
た

も
の
の
重
症
者
の
数
が
4
月
や
5
月
に

比
べ
れ
ば
明
ら
か
に
少
な
い
こ
と
だ
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
重
症
者
の
少
な
い
背
景
に

は
、
ま
ず
は
感
染
者
の
ほ
と
ん
ど
が
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
若
者
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
医
療
体
制
の

充
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
受
け
入
れ
る

設
備
面
だ
け
で
な
く
、
医
師
の
対
処
の

仕
方
自
体
が
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
は

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
ど
う
い
う

人
が
呼
吸
困
難
に
な
っ
て
重
症
化
す
る
の

か
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
今

で
こ
そ
最
初
に
C
T
で
肺
炎
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
が
、
以
前
は
肺
の
チ
ェ
ッ
ク
を

せ
ず
、
呼
吸
困
難
を
起
こ
し
て
初
め
て
症

状
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
完
全
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
は
対
処
法
が
見
え

て
き
た
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
が
重
症
者
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

決
し
て
ウ
イ
ル
ス
自
体
の
力
が
弱
ま
っ
た

と
は
思
い
ま
せ
ん
。
更
に
、
変
異
を
繰
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り
返
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
し
、
ど
こ

か
で
弱
毒
化
ど
こ
ろ
か
強
毒
化
す
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

河
端　
そ
う
な
る
と
治
療
薬
が
待
た
れ

ま
す
が
、
一
時
期
話
題
と
な
っ
た
ア
ビ
ガ

ン
は
、
な
か
な
か
治
療
薬
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
せ
ん
ね
。

森
下　
ア
ビ
ガ
ン
は
い
く
ら
か
の
効
果
が

あ
る
と
の
話
は
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
話

題
に
な
っ
た
当
時
の
医
療
業
界
は
現
場

の
対
応
が
精
一
杯
で
、
じ
っ
く
り
治
験
し

て
実
証
す
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
あ
ら
た
め
て
認
定
さ
れ
る
可

能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
状
日
本

国
内
で
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
薬
で
あ
る
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
と
ス
テ

ロ
イ
ド
系
の
抗
炎
症
薬
で
あ
る
デ
キ
サ
メ

タ
ゾ
ン
の
2
種
類
で
す
。

河
端　
今
後
、
治
療
薬
も
順
調
に
開
発

が
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下　
実
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は

特
殊
な
性
質
が
あ
り
、
治
療
薬
な
ど
の

開
発
に
難
し
さ
を
感
じ
る
点
が
あ
り
ま

す
。
治
験
に
と
も
な
う
動
物
実
験
を
行

う
場
合
、
例
え
ば
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど

は
、
ネ
ズ
ミ
に
感
染
さ
せ
る
と
そ
の
ネ

ズ
ミ
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
薬
の
効
き
目
も
は
っ
き
り
分
か
る
の
で

す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
ネ

ズ
ミ
に
感
染
さ
せ
て
も
何
も
起
こ
り
ま

せ
ん
。
猿
で
も
同
じ
で
す
。
動
物
実
験

で
は
症
状
が
で
な
い
た
め
効
果
の
測
定
が

難
し
い
の
で
す
。
人
間
の
若
者
が
重
症
化

し
な
い
こ
と
も
含
め
て
、
そ
こ
の
理
由
が

分
か
ら
な
い
。
本
当
に
不
思
議
な
ウ
イ
ル

ス
で
す
。

一
番
の
感
染
経
路
は
「
舌
」

感
染
予
防
に
マ
ス
ク
は
必
須

河
端　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
の
数
字
で
す
が
、
ウ

イ
ル
ス
が
体
内
に
1
万
個
入
る
と
感
染

す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
1
0
0
個
や

1
0
0
0
個
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
れ
ば
感
染

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

森
下　
そ
う
で
す
ね
。
ウ
イ
ル
ス
の
量
が

少
な
い
場
合
は
、
自
然
免
疫
に
よ
っ
て
自

分
の
体
で
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
で
き
る
機
能

が
あ
る
の
で
、
一
定
量
に
達
し
な
け
れ
ば

感
染
し
な
い
と
い
う
考
え
方
で
良
い
と
思

い
ま
す
。

河
端　
感
染
し
た
人
が
自
覚
症
状
の
な

い
ま
ま
、
自
然
免
疫
で
完
治
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

森
下　
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

デ
ー
タ
上
で
は
発
症
し
た
人
の
約
8
割
が

軽
症
あ
る
い
は
無
症
状
で
す
か
ら
。
ち
な

み
に
発
症
し
た
人
の
残
り
約
2
割
が
中

等
症
の
方
で
、そ
の
約
5
％
が
重
症
化
し
、

う
ち
約
半
分
の
方
が
亡
く
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
重
症
化
と
は
、
自
分
で
呼
吸
が

で
き
ず
酸
素
を
体
内
に
取
り
込
め
な
い
た

め
人
工
肺
（
E
C
M
O
／
エ
ク
モ
）
を

必
要
と
す
る
方
々
の
こ
と
で
す
。
そ
ん
な

重
症
化
の
方
々
の
う
ち
、
エ
ク
モ
に
つ
な

が
れ
た
方
の
半
分
が
助
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
エ
ク
モ
が
重
症
者
に
行

き
渡
っ
て
い
て
の
数
字
で
す
か
ら
、
も
し

エ
ク
モ
の
数
が
足
り
な
け
れ
ば
亡
く
な
る

方
は
も
っ
と
多
く
な
り
ま
す
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
死
者
が
一
気
に
増
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
エ
ク
モ
の
不
足
が
原
因
で
し

た
。
い
わ
ゆ
る
医
療
崩
壊
で
す
。

河
端　
無
症
状
の
若
者
が
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
高
齢
者
に
感
染
さ
せ
、
そ
の

結
果
重
症
者
が
増
え
て
い
く
の
が
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
ね
。
し
か
し
無
症
状
で
は

防
ぎ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

森
下　
そ
の
通
り
で
す
。
非
常
に
防
ぐ

の
が
難
し
い
で
す
。
し
か
も
、
ウ
イ
ル
ス

が
最
も
感
染
し
や
す
い
の
は
症
状
の
出

る
1
日
前
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

熱
が
出
て
か
ら
人
と
会
わ
な
い
よ
う
に
し

て
も
手
遅
れ
な
の
で
す
。
実
際
に
感
染
者

の
半
分
ぐ
ら
い
の
人
は
症
状
の
出
る
前
の

人
か
ら
う
つ
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
症
状
の

若
者
が
危
な
い
と
言
わ
れ
る
の
は
こ
の
た

め
で
す
。

河
端　

我
々
は
ど
の
よ
う
に
感
染
を
予

防
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下　
感
染
経
路
と
し
て
一
番
多
い
の
が

「
舌
」
で
す
。
会
食
時
は
当
然
マ
ス
ク
も

外
し
ま
す
し
、
会
話
す
る
際
に
飛
沫
感

染
す
る
わ
け
で
す
。
逆
に
言
え
ば
通
常

時
は
マ
ス
ク
を
す
る
だ
け
で
感
染
リ
ス
ク

は
か
な
り
軽
減
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

河
端　
小
さ
な
ウ
イ
ル
ス
で
す
か
ら
マ
ス

ク
を
通
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
本
当

に
空
気
感
染
は
し
な
い
の
で
す
か
。

森
下　
空
気
感
染
は
大
丈
夫
で
す
。
よ

く
混
同
さ
れ
る
の
が
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
で

す
が
、
こ
れ
は
空
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
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子
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
体
内
に
入
る

こ
と
を
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ

の
粒
子
の
大
き
さ
で
あ
れ
ば
マ
ス
ク
で
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

河
端　

そ
れ
と
、
よ
く
「
集
団
免
疫
」

と
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な

状
況
を
言
う
の
で
す
か
。

森
下　
一
度
感
染
し
た
人
は
体
内
に
抗
体

を
持
つ
た
め
二
度
目
は
か
か
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
7
割
の
人
が

抗
体
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
残
り
3
割
の
人

の
間
だ
け
で
は
ウ
イ
ル
ス
は
増
え
続
け
る

こ
と
が
で
き
ず
収
束
に
向
か
う
と
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

河
端　
確
か
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
実
施
し
て

い
ま
し
た
ね
。

森
下　
え
え
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
実

際
に
は
抗
体
を
持
て
た
方
は
10
％
に
も

満
た
ず
、
逆
に
感
染
者
が
増
え
て
も
経

済
活
動
を
一
切
止
め
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
結
果
、
死
亡
率
が
か
な
り
増
え
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

河
端　
日
本
で
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な

い
政
策
で
す
ね
。

森
下　
そ
う
で
す
ね
。
し
か
も
ス
ペ
イ
ン

の
保
健
省
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

抗
体
は
3
ヶ
月
程
度
で
減
少
す
る
と
の

研
究
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
抗
体
で
約
1
年
、
ま
た
数
年

間
抗
体
が
持
続
す
る
ウ
イ
ル
ス
も
あ
る
こ

と
を
考
え
て
も
3
ヶ
月
は
短
い
と
思
い
ま

す
。

河
端　
こ
れ
で
は
集
団
免
疫
に
よ
る
戦

略
は
難
し
そ
う
で
す
ね
。

森
下　

そ
の
通
り
で

す
ね
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
症
状
の
出

に
く
い
ウ
イ
ル
ス
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
、
そ

の
分
ウ
イ
ル
ス
の
量
が

少
な
く
、
抗
原
自
体

が
少
な
い
た
め
抗
体

も
で
き
に
く
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
大
阪

大
学
の
病
院
に
入
院

し
た
患
者
さ
ん
を
調

べ
る
と
抗
体
は
で
き
て

い
る
も
の
の
、
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
防
い
で
く

れ
る
善
玉
抗
体
（
中

和
抗
体
）
が
で
き
て
い

な
い
例
が
あ
り
ま
す
。

一
度
か
か
る
と
安
全
と

い
う
認
識
は
持
た
な

い
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

河
端　

素
朴
な
疑
問
に
な
り
ま
す
が
、

例
え
ば
ワ
ク
チ
ン
が
完
成
し
た
場
合
に
、

日
本
人
の
7
割
の
人
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
み
ん
な
が
抗
体
を
持
て
ば
、
集
団
免

疫
と
な
り
ウ
イ
ル
ス
を
収
束
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下　
理
論
上
は
そ
う
で
す
ね
。
我
々
が

開
発
中
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
も
3
ヶ
月
よ

り
は
長
く
続
く
と
思
い
ま
す
し
。
た
だ
そ

の
場
合
、
通
常
な
ら
ワ
ク
チ
ン
は
重
症
化

の
恐
れ
の
あ
る
お
年
寄
り
に
早
く
投
与
す

べ
き
で
す
が
、
集
団
免
疫
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
あ
え
て
副
作
用
の
リ
ス
ク
の
少

な
い
健
康
な
若
者
を
中
心
に
投
与
す
る
な

ど
、
政
府
の
明
確
な
政
策
が
必
要
に
な
る

で
し
ょ
う
ね
。

安
全
な
D
N
A
ワ
ク
チ
ン

目
標
は
来
春
の
実
用
化

河
端　
で
は
い
よ
い
よ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
、
今
ど
の
よ
う
な
状

況
で
す
か
。

森
下　

世
界
中
で
「
競
争
」
が
進
ん
で

い
ま
す
。
最
も
進
ん
で
い
る
の
が
イ
ギ
リ

ス
の
製
薬
会
社
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
と
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
共
同
で
進
め
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
、
2
番

手
が
ア
メ
リ
カ
の
製
薬
会
社
モ
デ
ル
ナ
の
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R
N
A
ワ
ク
チ
ン
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
の

フ
ァ
イ
ザ
ー
や
中
国
勢
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

河
端　
日
本
も
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
の
た
め

に
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
交
渉
中
の
よ

う
で
す
ね
。

森
下　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
な
ど
は
、
副
作
用
な
ど
が
出
て

も
免
責
を
認
め
、
日
本
政
府
が
保
障
す

る
こ
と
や
日
本
で
の
治
験
の
省
略
な
ど
、

か
な
り
無
理
な
条
件
を
突
き
付
け
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
実
は
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
の
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
、

弱
毒
化
さ
せ
た
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
S
た
ん
ぱ
く
質
の
遺
伝
子
を
組
み

込
ん
で
細
胞
に
侵
入
さ
せ
る
の
で
す
が
、

弱
毒
性
と
は
い
え
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
入

れ
る
た
め
、
か
な
り
高
い
確
率
で
発
熱
や

倦
怠
感
、
肝
機
能
障
害
な
ど
の
副
作
用

が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
端　
ワ
ク
チ
ン
は
健
康
な
人
が
ウ
イ
ル

ス
予
防
の
た
め
に
打
つ
も
の
で
す
よ
ね
。

せ
っ
か
く
健
康
な
の
に
副
作
用
の
恐
れ

が
高
い
も
の
を
使
う
の
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
。

森
下　
副
作
用
よ
り
も
ま
ず
は
根
本
の

病
気
へ
の
効
果
を
優
先
す
る
傾
向
が
欧

米
に
は
あ
り
ま
す
ね
。

河
端　
で
は
、
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

森
下　
日
本
国
内
で
は
、
我
々
大
阪
大

学
と
ア
ン
ジ
ェ
ス
と
が
共
同
開
発
を
進
め

て
い
る
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
が
一
歩
リ
ー
ド

し
て
い
ま
す
。
6
月
30
日
か
ら
大
阪
市

立
大
学
病
院
で
30
名
に
治
験
薬
の
投
与

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
10

月
頃
か
ら
は
対
象
を
5
0
0
名
規
模
に

広
げ
て
最
終
的
な
治
験
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
こ
で
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
善

玉
抗
体
が
で
き
て
、
そ
の
抗
体
の
レ
ベ
ル

が
感
染
し
て
治
っ
た
人
が
持
つ
抗
体
と
同

等
の
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
ほ
ぼ
完
成
と
な
り
ま
す
。

河
端　
既
に
人
に
投
与
す
る
な
ど
、
本

格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
ん
で
い
る
わ

け
で
す
ね
。
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
は
、
先
程

話
に
出
ま
し
た
副
作
用
な
ど
、
安
全
面

は
ど
う
な
の
で
す
か
。

森
下

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
は
、
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
た
方
法

と
異
な
り
、
裸
の
遺
伝
子
そ
の
も
の
を
利

用
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
遺
伝
子
を
運
ぶ

の
に
ウ
イ
ル
ス
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

病
原
体
そ
の
も
の
を
体

内
に
投
与
す
る
こ
と
は

な
く
、
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝

情
報
し
か
使
わ
な
い
の
で

安
全
性
は
高
い
と
言
え

ま
す
。
何
よ
り
日
本
で

は
薬
の
効
果
が
高
く
て

も
副
作
用
が
強
け
れ
ば

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

辺
り
は
強
く
意
識
し
て

い
ま
す
し
、
自
信
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

河
端　

な
る
ほ
ど
。
そ

れ
に
し
て
も
こ
ん
な
に

早
く
ワ
ク
チ
ン
が
形
に
な

り
、
既
に
治
験
ま
で
始

ま
っ
て
い
る
な
ん
て
す
ご

い
で
す
ね
。

森
下　
ア
ン
ジ
ェ
ス
に
は

昨
年
、
国
内
初
の
遺
伝
子
治
療
薬
と
な

る
血
管
再
生
作
用
を
持
つ
「
コ
ラ
テ
ジ
ェ

ン
」
と
い
う
薬
を
開
発
し
、
厚
生
労
働

省
か
ら
承
認
を
受
け
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
プ
ラ
ス
ミ
ド
D
N
A
と

呼
ば
れ
る
環
状
の
遺
伝
子
を
使
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
技
術
を
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
に
も
応

用
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
ミ
ド
D
N
A
に

よ
っ
て
体
内
に
た
ん
ぱ
く
質
が
作
ら
れ
、

こ
れ
が
抗
原
と
な
り
免
疫
が
得
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
。

河
端　
と
て
も
順
調
そ
う
で
期
待
が
高

ま
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
不
安
点
は
な
い

の
で
す
か
。
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森下 竜一　 ena学院長　河端 真一大阪大学大学院医学系研究科
臨床遺伝子治療学寄附講座教授

森
下　
唯
一
の
懸
念
点
は
、
他
の
開
発
中

の
ワ
ク
チ
ン
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

抗
体
が
完
全
な
形
で
は
な
く
、
中
途
半

端
に
で
き
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す

る
と
か
え
っ
て
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
増
え

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
抗
体

依
存
性
免
疫
増
強
（
A
D
E
）
と
呼
ば

れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
動
物
実
験
だ
け

で
は
正
直
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
り
は

治
験
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
い

く
予
定
で
す
。

河
端　
こ
こ
ま
で
開
発
が
進
ん
で
い
る

お
話
を
お
聞
き
す
る
と
、
我
々
の
手
元

に
い
つ
頃
届
く
の
か
が
と
て
も
気
に
な
る

の
で
す
が
。

森
下　

プ
ラ
ス
ミ
ド
D
N
A
は
大
腸

菌
の
培
養
と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
腸
菌
を
増
や
す
た
め
の
例

え
ば
ビ
ー
ル
工
場
の
巨
大
な
タ
ン
ク
の

よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
生

産
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
す
で
に
タ

カ
ラ
バ
イ
オ
と
の
提
携
に
よ
り
、
年
内

1
0
0
万
人
分
の
製
造
は
見
え
て
い
ま

す
。
う
ま
く
い
け
ば
来
春
の
実
用
化
も

可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
治
験
で
し
っ
か
り
と
結
果
を
出

し
て
い
き
た
い
で
す
。

何
事
も
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
な
い

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が
重
要

河
端　
こ
れ
か
ら
我
々
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
、
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

森
下　

私
が
今
、
最
も
恐
れ
て
い
る
の

は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
流
行
が
重

な
る
こ
と
で
す
。
発
熱
し
た
場
合
、
ど

ち
ら
に
感
染
し
た
の
か
現
状
で
は
見
分

け
が
つ
き
ま
せ
ん
。
万
一
同
時
に
流
行
し

た
と
き
は
、
一
旦
は
全
て
の
症
状
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
仮
定
し
て
診
察
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

な
い
と
そ
の
病
院
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
一
気
に
広
が
る
恐
れ
が
あ

る
か
ら
で
す
。
熱
が
出
た
場
合
は
最
初

に
P
C
R
検
査
を
受
け
、
陰
性
で
あ
れ

ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
と
い
う
流
れ

に
な
り
ま
す
が
、
P
C
R
検
査
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
病
院
側
に

と
っ
て
も
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
な

負
担
に
な
り
ま
す
。

河
端　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

昨
季
は
大
幅
に
減
っ
た
と
は
い
え
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
数
は
日
本
国
内
で

7
0
0
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

森
下　
こ
れ
か
ら
先
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
何
事
も
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
P
C
R
検
査
も
万
能

で
な
く
、
偽
陰
性
が
あ
っ
た
り
、
感
染
初

期
は
陽
性
に
な
ら
な
い
な
ど
、
せ
い
ぜ
い

8
割
程
度
の
診
断
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
企
業
や
学
校
を
含

め
て
、
自
己
防
衛
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
学
習
塾
も
多
く
の
お
子

様
を
預
か
る
以
上
、
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
は
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

河
端

e
n
a
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
て
い
た
時
期
は
、
国
あ
る
い
は

都
か
ら
の
要
請
に
は
し
っ
か
り
従
う
方
針

で
動
い
て
い
ま
し
た
。
自
粛
期
間
中
は
通

塾
を
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
映
像
授
業
を
行
い
、
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
都
の
休
業
要
請
が

ク
リ
ア
に
な
っ
て
か
ら
通
塾
を
再
開
し
ま

し
た
。
ま
た
同
時
に
企
業
努
力
と
し
て

は
、
例
え
ば
夜
の
街
へ
の
出
入
り
禁
止
は

当
然
で
す
が
、
社
内
の
隣
の
席
の
人
と
の

会
話
も
メ
ー
ル
を
使
う
な
ど
、
感
染
予

防
は
徹
底
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
を
と
も
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な
う
夏
期
合
宿
前
に
は
森
下
先
生
に
も

監
修
を
い
た
だ
き
、
参
加
教
師
全
員
に

抗
体
検
査
を
行
い
ま
し
た
し
、
通
塾
さ

れ
る
生
徒
全
員
に
も
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を

配
布
す
る
な
ど
、
万
全
の
体
制
で
生
徒

さ
ん
を
迎
え
て
い
ま
す
。

森
下　
抗
体
検
査
は
、
直
前
1
週
間
の

陰
性
の
証
明
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
感
染

し
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

ほ
ぼ
陰
性
と
い
う
こ
と
を
証
明
で
き
ま

す
。
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
な
い
で
す
が
、
そ
こ
ま

で
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
親
の

立
場
で
も
お
任
せ
し
た
い
と
思
え
ま
す
。

河
端　
さ
す
が
に
今
年
の
夏
期
講
習
に

関
し
て
は
、
生
徒
た
ち
の
参
加
は
少
な

く
な
る
か
な
と
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す

が
、
最
終
的
な
申
し
込
み
は
例
年
よ
り

増
え
て
い
て
私
も
驚
き
ま
し
た
。
企
業

努
力
が
認
め
ら
れ
た
結
果
だ
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

森
下　

現
在
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
や

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
私
は
さ
ら
に
一
歩
先
に
「
N
E
W

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と
も
呼
べ
る
次
の
段
階

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
そ
う
で
す
が
、

も
う
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
は
戻
れ
ま
せ
ん
。

満
員
電
車
で
の
通
勤
も
な
く
、
家
に
い
な

が
ら
仕
事
や
勉
強
が
で
き
る
な
ど
、
働
き

方
、
学
び
方
、
い
わ
ば
生
き
方
に
選
択
肢

が
増
え
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
合
っ
た

生
き
方
を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な

時
代
が
来
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

河
端　
そ
う
で
す
ね
。
個
人
で
は
な
く
企

業
単
位
で
考
え
て
も
、
例
え
ば
学
習
塾

業
界
で
も
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
対
策
で
は
明
暗
が
分
か
れ
ま
し

た
。
感
じ
た
の
は
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
状

況
の
変
化
に
い
か
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
し
て
も
即
決
し

て
始
め
た
塾
と
、
少
し
周
り
の
様
子
を
う

か
が
っ
て
い
た
塾
と
で
は
大
き
な
差
が
つ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
業
界
全
体
で
は

な
く
、
同
じ
業
界
の
中
で
も
格
差
が
生

ま
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
下　
世
の
中
の
価
値
観
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

河
端　
そ
れ
に
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
件
で
は
、
医
療
従
事
者
の
方
々

の
大
変
さ
が
本
当
に
リ
ア
ル
に
我
々
に

も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
医

学
部
を
目
指
す
若
者
は
多
い
の
で
す
ね
。

森
下　
少
し
人
気
が
高
す
ぎ
る
か
な
と

私
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
こ
ん
な
に

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
は
な
い
と
本
当
に

考
え
て
い
ま
す
。
働
い
て
お
金
を
い
た
だ

き
な
が
ら
人
に
感
謝
さ
れ
る
仕
事
は
そ

ん
な
に
多
く
な
い
と
思
う
の
で
す
。
確
か

に
大
変
な
状
況
で
し
た
が
、
今
回
の
件
で

世
の
中
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
き

も
医
療
に
関
わ
る
人
間
で
あ
れ
ば
「
俺

の
出
番
だ
。
俺
が
何
と
か
し
て
や
る
」と
、

気
持
ち
が
高
ぶ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
そ
う
考
え
ら
れ
る
人
に
医
学

の
道
を
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

河
端　
こ
れ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
収
束
に
向
か
う
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下　

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
も
1
年
、

2
年
先
に
は
十
分
な
量
が
出
揃
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
悲
観
的
で
は

な
く
、
客
観
的
な
考
え
で
す
が
、
か
な

り
高
い
確
率
で
数
年
以
内
に
は
、
ま
た

新
し
い
ウ
イ
ル
ス
が
誕
生
し
、
今
回
の
よ

う
な
騒
動
を
引
き
起
こ
す
と
思
い
ま
す
。

世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
背
景
も
あ

り
、
地
球
上
が
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
回
も
そ
う
で
し
た
が
一
度
流
行
が
広
が

る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
国
家
間
の
水

際
で
防
ぐ
の
は
無
理
な
の
で
す
。

河
端　
森
下
先
生
の
挑
戦
も
ま
だ
ま
だ

続
く
わ
け
で
す
ね
。

森
下　

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
開
発
で
す
が
、
私
は
日
本

で
自
国
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
こ

と
の
意
義
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
ぐ
ら
い
の
先
進
国
で
あ
れ
ば
多
少

の
国
難
で
あ
れ
ば
自
国
で
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
な

い
と
国
際
競
争
に
勝
ち
負
け
す
る
以
前

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
と
の

ワ
ク
チ
ン
の
交
渉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
国
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
足
元
を

見
ら
れ
る
だ
け
で
す
か
ら
。

河
端　
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
早
期
成
功
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
下　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
対
談
日
7
月
28
日
）
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一
日
20
Ỗ
30
分
の
࿅
習
と
週
一
回
30
分
の

レ
ッ
ス
ン
、
こ
の
く
ら
い
の
量
で
あ
れ
ば
気
分

　
私
は
保
ޢ
者
様
が
お
子
様
に「
中
学
受
験

は
大
事
な
ん
だ
よ
」と
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
い

方
を
さ
れ
る
の
は
あ
ま
り
޷
ま
し
く
な
い
と

考
え
ま
す
。で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。お

子
様
の
ࢤ
๬
校
で
学
Ԃ
ࡇ
等
、学
校
が
オ
ー

プ
ン
に
な
る
機
会
に
、そ
う
い
っ
た
場
所
に
࿈

れ
出
す
こ
と
で
す
ね
。ま
た
、中
に
入
れ
な
く

て
も
ԕ
く
か
ら
本
人
に
見
せ
る
だ
け
で
も
い

い
の
で
す
。そ
し
て
、行
け
ば
必
ず
周
り
に
は

そ
こ
の
生
徒
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
れ
を

見
て
ど
う
思
う
の
か
、と
い
う
形
で
༠
ಋ
し
て

い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
立
の
場
合
だ
と
保
ޢ
者
様
が
願
ॻ
を

取
り
に
行
っ
て
、そ
の
際
に
校
ࣷ
や
Ӻ
か
ら
校

ࣷ
ま
で
の
道
す
が
ら
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の

か
、ス
マ
ϗ
で
ࣸ
ਅ
を
ࡱ
っ
て
お
子
様
に
見
せ

る
、そ
う
す
る
と
お
子
様
は
お
฼
さ
ん
が
自

分
の
こ
と
を
こ
こ
ま
で
考
え
て
や
っ
て
く
れ

た
、と
い
う
こ
と
が
間
઀
的
に
分
か
る
わ
け
で

す
よ
ね
。こ
の
よ
う
に
自
然
に
伝
わ
る
の
が
い

本
年
1
月
〜
2
月
に
河
端
学
院
長
に
よ
る
映
像
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、視
聴
さ
れ
た
保
護
者
の
皆
様
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
感
想
・
ご
質
問
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
ご
質
問
を
ご
紹
介
し
、ご
回
答
し
ま
す
。

　
フ
リ
ク
シ
ἀ
ン
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
い
方
に

つ
い
て
は
、
指
ಋ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
フ
リ
ク
シ
ἀ
ン
の

ペ
ン
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
;
う
に
使
う
か
と

い
う
こ
と
は
ࢼ
行
ࡨ
ޡ
の
中
で
、
子
ど
も

自
身
で
考
え
れ
ば
い
い
こ
と
で
す
。
当
然
子

ど
も
で
あ
っ
て
も
৭
々
な
৭
を
使
う
と
い
い

と
い
う
こ
と
は
分
か
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
自

分
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
保
ޢ
者
様
の
立
場
か
ら
は
、「
あ

あ
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」
と
๙
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
や
っ

て
い
る
෮
習
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ

り
ま
し
て
、「
同
じ
৭
で
や
っ
て
み
た
ら
」、

あ
る
い
は
「
こ
れ
は
き
れ
い
だ
ね
」「
こ
こ

は
৭
を
変
え
る
と
も
っ
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

等
、
そ
う
い
う
;
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
程
度
に

言
っ
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

స
׵
と
い
う
こ
と
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
受
験
は
ઈ
対
量
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、ઈ
対
量
の
中
身
の「
質
」も
大
事
な
の
で
、

ご
本
人
に
ピ
ア
ノ
が
大
޷
き
で
や
め
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、
勉

強
の
中
身
を
๛
෋
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で

続
け
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
肝
心
な

こ
と
は
、「
ピ
ア
ノ
は
झ
ຯ
、
気
分
స
׵
な

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
Ի
ָ
の
道
に
進
む

と
い
う
こ

と
が
選
択

肢
と
し
て

入
っ
て
く

る
よ
う
だ

と
本
຤
స

౗
に
な
り

ま
す
の
で

ご
஫
意
く

だ
さ
い
。

河
端
学
院
長
よ
り
回
答

Q受験
＝
絶
対
量
と
い
う
こ
と
は
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
で

き
れ
ば
塾
以
外
の
習
い
事
と
の
付

き
合
い
方
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

お
話
が
あ
る
と
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
「
絶
対
量
」
と
い
う
こ
と
は
、

や
は
り
本
来
は
塾
一
本
に
絞
る
べ

き
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か

…
本
人
は
ピ
ア
ノ
が
好
き
で
、
辞

め
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

現
在
一
日
20
分
〜
30
分
の
練
習
と

週
一
回
30
分
の
レ
ッ
ス
ン
（
自
宅
か

ら
の
往
復
時
間
を
含
め
る
と
1
時

間
）
に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

Qフリ
ク
シ
ョ
ン
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
の

使
い
方
を
実
践
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
ど
う
使
う
の
が
正

し
い
か
を
子
ど
も
に
伝
え
ら
れ
る

か
自
信
が
な
い
の
で
塾
で
指
導
し

て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
い
ま

や
っ
て
い
る
復
習
ノ
ー
ト
と
同
じ

こ
と
と
捉
え
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？

Q中学
受
験
は
保
護
者
に
と
っ
て
も

覚
悟
の
い
る
も
の
だ
と
は
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
た
だ
、
保
護
者

が
覚
悟
を
持
っ
て
も
、
子
ど
も
本

人
の
覚
悟
が
な
か
な
か
感
じ
ら
れ

ず
、
歯
痒
く
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
場
合
の
保
護
者
の
対

応
で
、
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
聞
き
し
た

く
思
い
ま
す
。

学
院
長

教
育
相
談

教えて！
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こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
し
た
ね
。ど
う

し
た
ら
覚
੧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、こ

れ
は
入
り
ޱ
の
問
題
と
思
い
ま
す
。私
の
話

に
近
い
内
容
の
お
話
を
さ
れ
て
い
る
、ひ
ょ
っ

と
し
て
そ
れ
が
逆
効
果
に
な
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。実
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、と
μ
イ
レ
ク
ト
に
言
う
と
、即
時
的
に
൓

発
心
が
出
る
の
が
子
ど
も
と
い
う
存
在
で

す
。ど
ん
な
に
勉
強
が
で
き
る
子
で
あ
っ
て
も

同
じ
で
す
。で
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

　
私
の
ա
ڈ
の
体
験
ஊ
で
は
、子
ど
も
に

「
ち
ょ
っ
と
外
を
ࢄ
歩
し
よ
う
か
」と
言
っ

て
ࢄ、
歩
に
࿈
れ
出
し
て
い
ま
し
た
。当
時
私

ど
も
の
本
部
は
国
立
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

一
ڮ
大
学
の
前
を
通
り
な
が
ら
、春
の
時
期

で
あ
れ
ば
ࡩ
が
き
れ
い
だ
ね
等
、一
ॹ
に
歩
い

て
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。勉
強
の
話
は

一
切
し
な
い
。し
か
し
ؼ
っ
て
き
た
ら「
分
か

　
お
฼
様
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
ら
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、む
し
ろ
そ
の
ほ
う
が
い
い

ケ
ー
ス
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。自
ओ
的

に
自
分
で
計
ը
を
立
て
自
分
で
進
め
て
い
く

の
が
一
番
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

が
で
き
る
子
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
を
私
は

経
験
上
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、何
事
に
も
ࡶ
で
や
っ
つ
け
仕
事
、

同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
す
、こ
れ
は
本
当
に
ま

ず
い
で
す
ね
。や
る
気
に
な
っ
て
い
な
い
、気

持
ち
が
入
っ
て
い
な
い
、そ
う
い
う
状
態
だ
と

思
い
ま
す
。ひ
ょ
っ
と
し
て
保
ޢ
者
様
が
あ

ま
り
に
も
勉
強
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
す
ぎ
て

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
経
験
で
言
い
ま
す
と
、そ
う
い
っ
た

子
ど
も
が
い
た
場
合
、お
୐
ま
で
࢕
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
は
中
学
生
の
子
で

し
た
が
、本
୨
に
੨
春
小
આ
が
ฒ
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
私
が
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、本
԰

に
同
じ
本
を
ങ
い
に
行
っ
て
自
分
も
読
み
、

そ
れ
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。そ
の
ॠ
間
、

目
の
৭
が
変
わ
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
ね
。

こ
の
本
を
読
ん
で
く
れ
た
、自
分
の
޷
き
な

も
の
に
つ
い
て
話
が
で
き
る
、と
。子
ど
も
た

ち
は
自
分
の
޷
き
な
も
の
に
一
番
関
心
が
あ

り
ま
す
か
ら
。

　
昨
今
、保
ޢ
者
様
も
お
๩
し
い
で
す
か
ら
、

自
分
の
子
ど
も
が
何
に
ڵ
ຯ
が
あ
る
の
か
知

ら
な
い
と
い
う
方
も
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。ま
ず
は
૬
手
が
޷
き
な
こ
と
を
知
っ
て
、

૬
手
の
目
ઢ
ま
で
自
分
が
し
ゃ
が
ん
で
目
ઢ

を
合
わ
せ
る
。そ
こ
か
ら
会
話
を
始
め
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

い
の
で
あ
り
ま
し
て
、あ
ま
り
直
઀
的
に
言

わ
れ
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
塾
で
は
我
々
が
受
験
の
意
義
に
つ
い
て
は

さ
ん
ざ
ん
申
し
上
げ
ま
す
し
、周
り
の
生
徒

は
み
ん
な
中
学
受
験
の
生
徒
で
す
か
ら
ࢗ
ܹ

は
す
で
に
受
け
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。あ
と

は
、
保
ޢ
者

様
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る

と
い
う
こ
と

が
伝
わ
れ
ば
、

お
子
様
は
思

わ
れ
る
方
向

に
進
ん
で
い

く
の
で
は
な

い
か
と
思
い

ま
す
。

り
ま
し
た
、明
日
か
ら
が
ん
ば
り
ま
す
」、と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。子
ど
も
は
こ
ち
ら
が

何
を
言
い
た
い
の
か
最
初
か
ら
分
か
っ
て
い

る
の
で
す
。勉
強
の
話
を
μ
イ
レ
ク
ト
に
し
な

い
こ
と
で
、あ
あ
、こ
の
先
生
に
つ
い
て
行
っ

て
い
い
の
だ
、と
思
う
の
で
す
。ま
し
て
や
今

成
績
が
大
変
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、能

力
の
問
題
で
は
な
く
、や
る
気
が
出
な
い
何

ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。そ
れ
を
解

ফ
す
る
の
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ἀ
ン
の
力
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

　
人
が
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、気
持
ち
を

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
、そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る

と
急
に
成
績
が
৳
び
る
ん
で
す
。算
数
の
で

き
る
子
は
算
数
の
先
生
が
޷
き
、国
ޠ
が
޷

き
な
子
は
国
ޠ
の
先
生
が
޷
き
、と
い
う
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。も
う
一
回
関
係
性
を
作

り
直
す
こ
と
が
こ
う
い
う
場
合
は
特
に
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Q我が
家
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
子
ど
も
自
身
で
勉
強
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

母
親
の
私
が
決
め
て
お
り
ま
す
。

私
の
息
子
は
や
り
な
さ
い
、と
言
っ

た
こ
と
は
文
句
も
言
わ
ず
や
る
の

で
す
が
、
何
事
も
雑
で
、
や
っ
つ

け
仕
事
、
同
じ
ミ
ス
を
何
度
も
繰

り
返
す
子
で
す
。
正
直
都
立
中
受

検
に
向
い
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
我
が
子
で
も
、
良
い
方
向

に
変
え
ら
れ
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

Q私自
身
も
子
ど
も
に
河
端
先
生
が

お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
近
い

話
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
子
ど
も
の
心
に
響
き
ま
せ
ん
。

e
n
a
で
の
成
績
は
中
庸
以
下
、

学
校
の
成
績
は
特
に
酷
く
下
の
下
、

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
そ
し
て
毎
日
や
る
べ
き
こ

と
の
具
体
的
な
点
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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都
立
高
ਪ
ન
に
お
い
て
の
作
จ
ɾ
小
論

จ
、集
団
౼
論
、面
઀
、報
ࠂ
ॻ
点
の
得
点

比
率
は
学
校
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。૯
得
点

に
対
し
て
、例
え
ば
日
比
୩
高
校
で
は
小
論

จ
が
27
％
、੢
高
校
で
は
作
จ
が
33
％
を
઎

め
ま
す
。集
団
౼
論
ɾ
面
઀
の
得
点
分
布
も
、

作
จ
ɾ
小
論
จ
の
得
点
分
布
も
正
規
分
布
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。ど
れ
か
が
得

意
だ
か
ら
、ど
れ
か
で
点
数
を
大
き
く
落
と

し
て
も
合
格
で
き
た
、と
い
う
ケ
ー
ス
は
少

な
く
、多
く
の
場
合
い
ず
れ
も
一
定
以
上
の

点
数
を
取
る
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
ま
す
。一
般

入
ࢼ
で
も
都
立
高
校
で
は
国
ޠ
の
入
ࢼ
で

ج
本
的
に
2
0
0
字
の
作
จ
が
出
題
さ
れ

ま
す
。大
学
入
ࢼ
で
は
、ච
ه
ࢼ
験
と
し
て

は
小
論
จ
だ
け
の
学
部
も
あ
れ
ば
、ෳ
数
の

教
Պ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
ѻ
う
学
部
も
あ

https://www.ena.co.jp/kyouikusoudan/

次号から、「連載・河端学院長の教
育相談」をスタートします。家庭での
教育方針や受験についてなど、河端
学院長にご相談・ご質問のある方は、
以下のアドレスまた
はＱＲコードからお
受付します。（お名
前は公表しません。）

り
ま
す
。し
か
し
、い
ず
れ
に
し
ろ
、一
定
以
上

の
完
成
度
の
高
さ
を
ٻ
め
ら
れ
る
こ
と
は

共
通
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
部
よ
り
回
答

Q「三毒
」
で
勉
強
を
し
な
く
な
っ
た

の
で
、
e
n
a
に
入
塾
し
、
作
文

は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
事

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
都

立
高
校
受
験
の
推
薦
入
試
で
は
、

作
文
の
比
率
（
合
格
の
割
合
）
は
、

ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

一
般
入
試
で
は
、
作
文
は
出
題
さ

れ
ま
す
か
？
ま
た
、
ま
だ
先
の
話

で
す
が
、
大
学
受
験
も
小
論
文
対

策
が
必
要
と
い
う
事
で
す
が
、
合

格
す
る
に
は
作
文
の
割
合
は
ど
の

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？

Q息子
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
苦
手
で
、

人
に
伝
え
る
こ
と
＝
説
明
、
特

に
作
文
に
つ
い
て
は
（
素
人
な
り

に
サ
ポ
ー
ト
を
試
み
て
お
り
ま
す

が
）
有
効
な
手
立
て
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
今
の
時
代
に
必
要
な
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う

た
め
に
も
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
れ
ば
良
い
の
か
お
知
恵
を
頂

き
た
い
で
す
。

復習ノートが「書く」習慣に磨きをかけます

　

特
に
ॻ
く
こ
と
が
ۤ
手
な
子
た
ち
は
、

「
ॻ
く
」行
動
そ
の
も
の
へ
の
ڋ
൱
感
が
強

い
こ
と
が
多
い
で
す
。国
ޠ
で
ه、
߸
や
݀
ຒ

め
は
ॻ
く
け
れ
ど
ه
ड़
問
題
の
౴
え
は
ॻ

か
な
い
、と
い
う
タ
イ
プ
の
子
た
ち
で
す
ね
。

ま
ず
は
ॻ
く
と
い
う
形
態
で
は
な
い
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
࿅
習
し
、そ
れ
が
出
来
た
ら
そ
の

ま
ま
จ
ষ
化
す
る
、と
い
う
段
階
分
け
で
࿅

習
を
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。۩
体
的
に
は
、

例
え
ば「
今
日
授
業
で
何
を
習
っ
た
の
」、「
こ

の
問
題
は
ど
う
や
っ
て
解
く
の
」と
聞
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。教
Պ
、単
元
は
何
で
も
構
い

ま
せ
ん
。本
人
が
得
意
な
教
Պ
が
い
い
で
し

ょ
う
。分
か
り
や
す
い
આ
明
が
で
き
れ
ば
、論

理
の
流
れ
や
、情
報
の
۩
体
度
ɾ
ந
象
度
の

ৼ
り
分
け
が
正
確
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ

を
そ
の
ま
ま
จ
ষ
に
す
る
と
、完
成
度
の
高

い
෮
習
ノ
ー
ト
、か
つ
都
立
中
型
の
作
จ（
આ

明
的
จ
ষ
）の
ॻ
き
方
の
࿅
習
と
な
り
ま

す
。આ
明
จ
の
ॻ
き
方
を
、短
く
て
も
感
覚

と
し
て
つ
か
む
こ
と
が
出
来
れ
ば
、本
番
の

作
จ
を
ॻ
く
こ
と
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。આ
明
す
る
内
容
自
体
を

自
分
の
಄

の
中
で
考

え
る
こ
と

が
で
き
れ

ば
、
จ
ষ

化
す
る
こ

と
は
さ
ほ

ど
難
қ
度

は
高
く
な

い
の
で
す
。
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Let's start!

ネットに繋いで簡単操作 !
全国どこからでも好きな時に
個人指導を受けられます。

に　　　　　　しながら  　　　    　 できます。通塾 受講
https://kateikyoushicamp.jp詳しくはこちらの

ホームページをご覧ください。

広告

8月下旬
受付開始予定

7日間の無料体験
家庭教師Campの無料体験にお申し込みい
ただくと、オンライン授業を無料で7日間（4コ
マ）お試しいただけます。

中学受験を目的とした進学塾フォローから、 基礎
力強化指導まで、 様々なケースへのサポートをお
約束します。 定額料金で全教科受講できます。

国公立、 私立高校受験対策から定期テスト対策
に至るまで、 目的に合わせた指導を行います。 定
額料金で全教科受講できます。

大学入学共通テスト対策、 AO入試対策、 国公立
大学 2次・私立対策、 学校フォローなどのサポー
トなどにご活用いただけます。
定額料金で全教科受講できます。

授業開始までの簡単4ステップ

14,800 円月額 （税抜） 8,000 円月額 （税抜）

8 コマ受講／月　授業時間 ： 1 コマ 25 分間 4 コマ受講／月　授業時間 ： 1 コマ 25 分間

STEP1
まずは７日間無料体験

STEP2
会員ログイン

STEP3
家庭教師を選ぶ

STEP4
授業開始

無料体験申込フォームに登録し
て、 まずは 「家庭教師 Camp」
をお試しください。

入会後に取得する IDとパスワー
ドで、 WEB サイトよりログインし
てください。

授業を受けてみたい家庭教師を
選んでください。

家庭教師を選んだらそのまま
「受講開始」 をクリックして、
授業がスタートできます。

受講対象

料金プラン

スタンダードコース ライトコース
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